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は
じ
め
に
｜
｜
唄
ノ
杭
の
拡
散
と
い
、
つ
視
点
｜
｜

で戸、、
問

近
年
、

斗

aq可
能
工
、
永
ル
ギ
ー
へ
の
、
出
い
い
い
が
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ま
っ
て
い
る
「
川
汁
一
円
能
子
り
斤
ル
ギ
ー
と
は
、
風
ル
‘
水
力
・
太
陽
光
・
ハ
イ
オ
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ス
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ど
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化
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心
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寸
〉
や
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製
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さ
れ
る
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れ
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岸
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ど
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や
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し
て
い
ゐ
）

パ
イ
オ
燃
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あ
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し
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に
一
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が
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戸
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司
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収
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燃
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て
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あ
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U
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な
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け
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U
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よ
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呂
際
社
会
に
お
け
ゐ
ノ
タ
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と
し
て
の
役
十
台
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さ
れ
て
い

戸
一
れ
は
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E
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m
命
説
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主
本
準
を
？
両
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る
い
は
「
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崎
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副
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業
家

Z
2
5

る
ι
円
一
め
の
川
ダ
シ
y
ブ
を
と
り
、

本
慌
の
高
川
関
υ副
υγυ

ハ
て
域
川
怖
に
普
及
太
一
什
る
役
割
乞
意
味
一
ヲ
品
。

五
亡
に
よ
る
二
、
っ

L
た、
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枇
を
め
ぐ
る
J

ニ
シ
ア
テ
？
ブ
は
、

日
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が
七
の
加
照
匡
に
よ
る
い
に
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す
る
－
k
f
を
？
？
ケ

y
ト
・
ア
今
七
λ
の
事
実
卜
の
長
作
こ
寸
る
と
い
品
、

マ
ケ
ー
ノ
ト
・
パ
ヲ
を
利
用
し
み
／
も
の
で
あ
る
c

そ
の

た
め
近
年
は

ミ
じ
の
「

万
的
」
な
託
制
ィ
一
〉
ア
一
ブ
ノ
プ

C
2』］川
d
h
ν

】
「
戸
川
う
た

z

－04ご】
「
ぞ

》『

C
コニ九三角吋川川－

で戸、、
問

E
I
M域
内
を
離
発
告
す
る
E
U
域
外
も

己
表
抗
さ
れ
る

F

一
〆
一
も
あ
F

句
、
前
J

止
の
桃
山
孟
取
引
に
閉
す
る
E
U
指
令
が
、

九
円
む
す
べ
に
の
航
空
段
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
を
反
刈
対
象
と
し
た
こ
と
も
、

そ
う
し
た

心
的
J
A
想
1
H
H川
芭
ど
し
て
認
論
を
土
ん

戸

n

～、
ι

、し

E
r決
札
ん
の
抗
毛
市
J
w
t
M
J
引も、

EIν
柏
崎
件
か
り
E
Y域
内
を
際
交
着
す
る
υ吻
ん
じ
に
は
で
の
ル
慌
に
応
じ
て
ヰ
d
h
山
枠
を
取
引
す

る
こ
と
に
な
η

際
化
炭
素
！
M
F
出

1
減
と
い
う
分
野
に
い
日
け
乙
E
一
の
マ

l
う
r
λ

を
利
市
し
た
規
制
γ

つ
ま
り

に
よ
る

一
一
ン
ア
テ
J

ブ
じ
か
こ
こ
に
た
れ
て
い
る
＝

本
町
が
扱
つ
バ
イ
オ
燃
料
の

R
U指
令
が
も
っ
影
響
も
、
こ
れ
と
同
じ

ι脈
一
＼
と
一
つ
え
之
ニ
レ
が
で

J
J
4

る〉

E
汀山川、

パ
J

オ
批
判
パ
バ

i

を
域
内
で
バ
l

示
丘
、
し
、
ま
た
輸
人
も
し
て
U

ゐ
コ
本
一
栴
の
日
川
は

E
U
お
む
が
円
明
記
し
て
い
る
持
続
可
能
性
基
準
が

E
U
に
よ
る
規

制
イ
一
ン
f
LノP

吋
と
し
r

、
v
y

の
よ
ろ
に
通
、
止
に
影
響
ふ
れ
ラ
去
、
対
制
内
谷
が
悶
際
社
会
に
拡
散
、
三
に
い
る
の

い
あ
る
た
戸
二
松
教
の
要
亙
は
、
前
一
止
の
マ
ー
ケ
メ
ノ
ト
ハ

7
i
だ
け
い
こ
ム
る
も
の
ぺ
人
げ
で
な
〈
、
他
の
要

E
F他
川
に
お
け
る

類
似
の
川
市
制
を
抗
出
す
る
コ
ス
ト
や
判

j

内
ア
ク
タ
？
の
え
法
一
な
ど
）
も
あ
る
と
さ
れ
る

r

規
制
の
初
段
一
り
結
一
世
は
、
長
終
的
に
は
、
他

ヨ
が

z
u…
印
ム
い
と
知
似
の
堤
切
や
政
策
を
杯
出
す
る
か
！
〆
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
み
る
干
」
L
f

均
で
き
る
。
ベ
イ
オ
険
料
の
川
ん
産
寸
円
四
川

F
A
B
小
J

品、

J
4
E
1
1
 

R
U
に
的
市
川
す
る
と
め
い
、

ま
た
ハ
イ
オ
快

川
内
で
も
E
U
U知人
T
に
類
似
〕
た
持
絞
一
可
能
性
主
準
を
設
定
す
る
の
か
こ
っ
か

川
村
丹
峨
↓
人
M
川
の
場
や
は
、

E
U
内
科
杭
可
能
ば
基
ゆ
い
と
い
っ
ア
ノ
i

F

J

ア
ド
向
調
て
州
じ
よ
う
な
長
平
会
一
洋
川
す
る
乃
か
ど
う
か
、

と
し、

る
正
安
が
あ
る
そ
の
た
め
に
、
以
一
で
は
次
の
鯨
で
検
討
委
行
つ
ハ
ま
ず
次
京
で
は
、

E
U指
令
の
は
併
売
を
一
川

去
し
、
指
令
が
規
定
し
て
川
る
出
村
山
相
一
円
龍
也

t
r干
の
山
川
存
に
つ
い
て
み
て
川
く
ハ

μ弔

育
中
で
は

人
？
の
村
杭
円
能
川
内
草
地
が
退
U

り
さ
れ

一
、
い
る
か
と
う
か
を
と
の
よ
う
に
判
M
J
q
令
の
か
、

E
U指
令
が

P

止
め
る
つ
副
昨

4

ト
力
法
い
つ
い
て
検
討
す
る

U
ι
u指
令
の
特
伎
は
、
第
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一
一
書
認
可
比
一
制
度
を
判
E
r
J
て
い
る
山
に
あ
り
、

批
に
h
H
パ
体
的
な
川
氏
川
刊
の
ス
キ
ム
が
沿
い
い
い
ず
さ
れ
て
い
る
一
り
で
、

そ
れ
ら
ス
々
ム
的
作

性
を
検
討
す
る
｝
第
潤
且
一
べ
で
は
、
持
続
吋
淀
川
口
基
注
の

H

ぷ
（
正
一
い
お
い
と
必
ず
問
混
と
な
る
、

日
T
O
へ
世
界
貿
易
機
問
）
協
疋
と
の
斡

ム
口
刊
を
検
討
す
る
〉
第
五
作
？
？
以
、

R
U
指
〈
！
の

I

山
山
ド
同
町
ケ
ー
ス
・
ス
タ
ア
ィ
と
し
て
、

ハ
f
て
燃
料
の

じ
本
の
ん
／
l

スを山川川、っ。

R
U
の
出
町
境
況
判
什
の
拡
散
の
う
l
ス
・
ス
ク
デ
J

は、

E
U
か
ら
米
間
へ
の
効
果
を
と
り
あ
げ
た
も
の
が
多
い

の
組
長
税
制
は
、
こ
れ
い
卒
。
で
も

1
本
に
も
w一行客
L
U
T

与
え
て
さ
だ
巳
パ
／

E 

つ
ら
正
一
民
二
日

i

ご
ま

C
7
H
V
；
I
v
v
b
 

ー
本
で
も

2

3

J

》
p
d

工
、
不
レ

I
V
4
4
L
V

ノ

ラ

ポ

l
供
給
構
造
高
度
化
伐
の
下
で
パ
イ

の
利
刑
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

パ
イ
オ
限
付
刊
の

高
の
じ
u
一－小む設
4

疋
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
符
出
、

E
U指
令
の
む
専
問
を
受
け
て
い
ム
却
の
か
写
（
討
す
る

U

取
件
後
に
ま
と
め
る
し

E
U
内
バ
1

司
能
工
、
不
ル
ギ

1
刊
用
促
進
桁
令
の
構
造
、
f

村
続
可
能
川
U
基
準

E
U指
令
は
、
け
γ
中
司
一
ド
」
Z
T

ル
ガ
ー
の
、
有
人
を
保
出
す
ふ
M
間
企
か
ら
、

二
つ
の
機
能
を
有
？
ぷ
、
い
る

J

第
一
に
、
加
田
川
同
に
汁

ν

パイオ燃料ヂめぐんI＞：時過南｛ ） 

げ
に
一
円
牛
可
詑
一
一
ス
ル
ギ
ー
道
一
人
の
義
詩
的
日
常
依
｛

Z£
え）

L
v
f
t
め
て
い
る
お

2!ll 「2(11'J 

今
ド
ペ
そ
の

U
松
値
え
法
小
品
寸
る
た
め
に
、
加
設

間
出
向
の
河
川
川
仁
川
什
を
促
進
す
る
よ
う
な
柔
軟
な
実
施
バ
カ
一
｛
ズ
ム
を
長
1

｝
て
い
る

zf、
J

戸、人
M
T

吋一子一

J

7

1
』

λ
i
一

f
v

パ
イ
す
燃
料
の
法
山
川
町
一
叶
詑
性
ぷ
常
の

ぶ
杭
の
住
…
円
J

は
泊
二
千
円
一
に
あ
る
が
、
以
下
一
ヘ
む

バ
以
｛

4
7
、Jめ
vゐ

と
の
ロ
も
刊
め
て
、
小
Y
L詳
し
く
読
明
す
る

サ
ハ
、
ー
、
ら
え

7

l

J

i

：
 

中
に
コ
J
V
加
で
記
載
し
ご
い
る
条
丈
は
こ
の
E
Y
L
折
〈
ー
の
も
の
で
あ
る
）

第

条

J§l 
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ほ事

い
つ
い
て
は
、

ま
ず
、

こ
っ
二
心
刊
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
泊
費
日
一
に
お
け
令
市
ぺ
生
川
d
恥
工
、
一
ル
ヰ
導
入
の
山
部
A
じ
い
刈
寸
る
義
務

約
百
棟
世
が

加
盟
付
加
に
ぷ
｛
仁
さ
れ
て
い
る

E
仁
合
体
し
に
し
で
は

亡、

。
年
ま
じ
に
へ
し
出
t
L
さ
れ
仁
川
v

八三

」
の
日
出
川
口
紅
頃
は

っ
、
〉
一
九
九
半
世
呼
山
一
の
河
井
戸

4

能
工
、
不
ル
ギ
ー
の
ほ
7

入
割
台
や
基
準
に
E
一
指
令
巧
出
向
吉
ー
に
心
め
ら
れ
て
い
る

が
、
最
も
同
い
情
で
ヌ
ウ

f
l
一
ナ
ノ
〆
の
川
門
九
%
、

最
も
沢
一
い
告
は
マ
ル
タ
の
一
口
%
で
あ
ゐ
c

こ
の
よ
う
に
、

が
什
生
り
能
L
ト
ん
よ

l
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全
体
と
し
て
の
守
人
の
い
い
探
仰
は
兆
円
川
こ
こ
に
多
様
な
怖
に
な
っ
て
い
る
が

（コ

ロ
キ
ま
を
の
バ
イ
ト
’

f
臣
ム
W
引
い
げ
村
町
j
p
一中沢

h
J
Z

j

一
五

t
i
f－
－

u
h
R
l
t

燃
料
の
謀
人
い
円
相
俳
は
、

HK
伝
ハ
い
%
と
d

止
め
ム
れ
と
い
る
口
が
お
徴
的
で
あ
ゐ
（

4
」士一一
μ
拾い川ー

で戸、、
問

止

Rr
い
つ
い
亡
は
、

ケ

d
t門
「
国
は
同
引
の
／
f
勤
訂
問
を
策
定
す
る
こ
い
と
さ
れ
て
い
る
が

－
治
問
条
、

い
い
標
前
門
戸
達
成
の
丈
め
に
、

日
僚
倍
刀
法
成
の
た
め
に
、

L
U
m
m
m向
山
で
司
一
つ
の
一
刀
法
で
協
心
す
る
：
と
が
と
き
る
つ
す
な
わ
ち
、
工
E
U
か
盟
国
山
で
の
、
再
バ
1
U

能
工
、
不
ル

J
r
l
の
特
fT一
主
の
統
計
一
の
移
転

（川川ムハベ牟ど

f

ぉ
E
I
J
担
盟
村
山
で
の
町
牛
一
円
北
町
工
、
不
ル
ギ
l
ぺ
彦
の
た
め
の
共
同
J

ノ
ロ

シ
L

夕
、
ー
の
女
約
へ
お
七
条
お
よ
び
八
条

加
盟
村
1
L川
一
回
と
の
山
で
の
円
パ
l

引
能
子
不
ル
主

1
4
r
k引
の
た
め
の
宍
問
ブ

打
、
ン
ヱ
ク
ヘ
ー
の
尖
MU

よ

リ
同
州
照
匡
間
で
の
、
L

刊
パ
日
付
能
エ
ネ
ル
、
J
l
生
産
の
た
め
の
支
援
ス
キ
1
ム
の

ハ
円
空
へ
持

粂

で
ゐ
る
｛

山
串
ト
、

E
U
指
令
は
持
続
付
能
代
基
準
を
ル
叫
J

？
に
し
て
い
る
が
、

ニ
ιは
再
生
可
能
1

ネ
ル
ど
ー
の
中
で
も
パ
イ

ォ
・
リ
干
ノ
司
、
仁
の
み
活
用
さ
れ
る
（
以
下
で
は
、
パ
ィ

叶
一
ド
性
恭
宇
と
慌
時
吃

υ

た
j
j
b

ム
攻
九
v
川
い
一
に
い
る
）
そ
の

C) 

川口行
f
h

つ
、
い
「
は

E
む
渋
A
下
請
ト
仁
会
一

主｛
J

六
反
に
日
明
に
さ
れ
て
い
心
り
、
そ
れ

こ
と
の
立

つ
、
ど
は

円
引
ト
八
人
木
に
端
攻
－
位
さ
れ
て
い
る
一

E
t治ムリげは、

て
い
な
い
パ
イ
T

燃
刊
の
輸
入
・
l
d
遇
。
敗
↓
冗

ム

Z
3
、

7

j

 

宇佐川
d

コ
K
L
る
わ
け
て
は
な
い
｛
♂
の
よ
、
ノ
な
バ
イ
オ
臥
い
料
で
あ
っ
て
も
、

U

円
以
付
に
輸
入
し
敗
売
す
る
－
℃
？
が
M
e
花
一
い
あ
る
が

持
続
i
f
q
h
性
基
帯
会
一
光
え

L
た
ハ

f
ナ
燃
料
と
あ
れ
は
、

間
引
の

h
H料
品
世
の
達
成
の
た
め
の
パ
イ
不
燃
料
と
し
て
参
入
ず
る
こ
と
が
で

さ
、
ま
た
、
い
い
時
々
な
対
政
L
入
廷
を
♂
τ
又
け
ら
れ
る
通
科
川
い
を
充
た
す
レ
い
う
扱
い
を
受
け
る
点
が
百
八
な
ふ

－
第
十
〕
条
項
）
っ
こ
の
内
4

に
お
い
て
事
叩
犬
、
パ

R
仁
域
内
仁
和
入
し
坂
上
L
し
た
い
場
台
に
は
科
統
J

能
弘
北
川
市
を
オ
h
J

す
こ

2
一
一
「
求
め
ら
れ
、
パ

{ 

の
村
ん
川
町
通
尚
に
影
響
き

7
え
る
も
の
と
考
子
り
れ
ゐ
コ

持
続
り
能
性
長
ヰ
は
、

半
世
末
背
に
J
っ
て
英
治
的
L

ノ
ホ
も
の
l
＼

そ
、
つ
て
な
い
Jh
心
の

科
誌
に
分
げ
ら
れ
る
「
義
務
的
な
持
続
可
読 イ
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件
基
準
は
、
小
一
混
長
一
幼
長
ガ
ス
の
排
出
口
弔
の
削
減
英
一
牟
L
r

、

関すフ一
ω
志
準
の
一
一
つ
で
あ
る

ま

ロ
叫
三
効
果
ガ
一
λ

の
排
出
コ
門
の
削

h

岐
に
期
す
る
長
準
で
あ
る
。
前
中
…
の
い
ど
お
け
、

川
イ
オ
燃
料
は
、
そ
れ
を
情
町
1

二
、
燃

品店

L
た
と
き
じ

る
が
、
そ
の
原
料
司
、
あ
る
植
物
が
市
川
長
の
過
押
さ
一
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
た
め
「
t

F

／一一

f
i
ト

ヲ

ル

と
L
J
は
れ
ふ
。
し
か
し
実
隠
は
、
燃
泣
時
だ
け
で
は
な
く
、

パ
イ
オ
燃
料
の
原
料
司
丘
・
採
取
・
製
造
・
輸
送
治

松
ー
ー
こ
れ
を
パ

の
一
プ
ノ
ー
フ
汁
／
ク
ル
と
い
う
ー
ー
に
お
い
て
、
温
4
1

効
果
ガ
ス

｝

：

〉

、

一

ノ

担

f一
；
一

5
7
j
t

f

j

f

d

；

j
 

体
と
し
て
苅
淳
効
来
ガ
ス
を
引
目
減
じ
な
け
れ
ば
！
巴
主
が
な
い

f

ご
の
7
J
7
1
hソ
ノ
J

L

ワ
ノ
ル
の
鋭
山
、
か
ら
、

化
石
燃
叫
と
比
較
し
て
ど
れ
、

ら
い
U
倒
率
幼
来
ガ
ス
を
川
川
減
？
べ
七
戸
h
v
e

、
最
低
限
の
川
削
減
泊
が
た
め
ら
れ
て
い
る

E
U
指
へ
ず
た
｜
七
条

用
ハ
仁
よ
れ
ば
、
そ
の
郎
以

ー
ず
は
忌
低

三
一
七
年
に
は
法
低
h

つ
お
に
引
き
と
げ
ら
れ
る

そ
の
削
減
杭
に
討
し
て

一
ゎ
%
と
さ
れ
、
去
一
つ
山
そ
の
拍
｝
は

の
す
れ
ぞ
れ
の
ぶ
れ

す
な
わ
ち

ザ
ド
ウ
キ
ピ
や
奈
川
伴
油
な
レ
J

の
伺
引
の
衣
料
＼

が
ど
れ
く
ら
い
の
削
減
効
果
を
持
F
J
h
J

↑

一
つ
い
て
は
、
事
引
宋
苔
が

E
U指
令
泌

l
九
条
と
陀
成
富
V
の
計
算
に
恭
づ
い
て
詳
出
す
る
か
、

あ
る
い
は
、

事
業
者
山
立
市

hnr刊
の
い

パイオ燃料ヂめぐんI＞：時過南｛ ） 

川
ー
と
利
伎
が
円
心
ム
ィ
か
り

一
一
員
出
さ
れ
る
Y
字
、
際
の
悼
で
は
な
く
）

ιγ
し
円
山
令
に
お
い
て
勺
品
川
に
設
日
～
さ
れ
と
い
る
胤
た
値

一
例
え
ば
、
て

%
、
引
ト
ウ
キ
ビ
は
七
%
、
茶
澄
泊
は
八
%
な
ど
）

を
E4
い
て
も
が
い
止
抑
制
み
に
な
っ
て
い
る

等
出
の
ん
土
式
に
お

ん
菜
は
川

栽
培
‘
托
収

日士山へ一

川
両
送
・
流
r川
一
の
一
程
に
お
け
る
温
三
刈
果
労
λ

の
排
出
が
険
討
さ
れ
る

F
Z一と

的
利
出
品
九
仰
い

い
て
は

九
ハ
ゆ
っ
、
ぃ
v
Q

品
川
病
毒
V

C
／

円

次
に
沼
地
梓
川
市
ド
朝
す
る
主
半
で
あ
る
子
、
こ
れ
は
、

パ
イ
イ
燃
料
灯
牛
政
に
伴
つ

へ
の
悪
日
以
響
を
か
dι11ω
た
め
に
土
凶

の
利
川
更
年
を
疋
め
る
も
の
マ
、
黒
』
一
世
に
胡
す
る
基
準
と
も
一
日
わ
れ
る
。

C
C
八
年
一
パ
幻
峰
、
次
の
＝
品
目
数
の
地
か
ら
F
J
h
J

聞

砕
を
使
っ
て
バ
イ
オ
段
以
内
合
生
崖
し
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の

条
一
一
泊
）
、
～
つ
心
川
大
ー
ボ
貯
蓄
ゆ
～
の
十
両
い
ム
ト
品
川
戸
第
七
条
川
川
呪
）
、
？
J

）
泌
炭
品
川

；
h

コ
ιt

－q
tォ
f

〆

1

4
物
多
様
叶
似
筒
円
高
い

l
地
（
治
十
七

（
第
七
条
江
厄
一

の
一
つ
で
あ
る

J、
』E
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丈｛
f
y立
リ
、
引
物
多
様
性
骨
保
全
す
る
こ
こ
を
い
的
子
二
、
お
り
、

2
」
お
ヒ
ひ

（
ミ
）
は
、
一
M
l民
地
な
ど
問
実
子
多
く
町
斗
、
ー
す
る

た
が
川
イ
巧
険
料
μ
二
庄
の
た
め
じ
引
開
転
校
さ
れ
る

二
段
化
炭
索
、
か
排
出
さ
し
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め

そ
れ
を
防

d
す
る
こ
と

で戸、、
問

や

E
U吋

L

に
も
の
と
あ
る

ι

さ
h
に

E
r
J鼠
内
で
生
月
也
、
れ
た
原
引
を
仙
人
出
す
る
均
九
口
一
い
は
、
第
〕
久
ホ
ハ
及
川
し
規
定
さ
れ
た
、
共

迫
山
氏
業
政
策
に
河
ず
る

E
U
尻
刈
i
の
現
法
器
準
力
充
足
（
例
え
ば
、
水
質
十

f
壌
の
保
全
、
も
求
、
め
ら
れ
ム
》

市
川
業
背
に
t
」
っ
て
義
f

情
的
人
怯
持
討
可
能
生
恭
牟
は

U
1
十
月
、
あ
る
が

事
来
高
い
と
っ
て
茂
務
的
ご
は
な
い
も
の
の

持
続
可
能
生
某

準
と
し
て
与
局
さ
れ
る
基
準
が
は
か
に
い
J

ヲ

2あ
り
、
第
j
七
条
七
項
仁
規
定
ν
う
れ

L
い
る
c

こ
れ
は
、
干
に
一
社
会
的
長
年
一
し
い
一
斉

わ
れ
る
も
の
て
、
こ
れ
に
つ

L
て
欧
州
一
安
員
た
が
年
二
段
の
ベ
ー
ス
寸
欧
州
一
議
会
社
ザ
那
事
へ
h

に
刻

1一
亡
祁
土
早
川
を
提
出
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
r

そ
の
山
口
ー
と
は

へ
I
）
特
に
合
成
人
四
国
に
お
け
る
食
品
！
何
恨
の
布
川

、
定
一

ι何
北
川
よ
な
っ
て
い

る
か
レ
）
、
っ
か
二
〔
ク
）

上
地
利
引
の
信
利
（
一

ELl－2

の
遵
守
状
川
、

3
）

E
U
P
消
費
3
れ
ノ
ッ
パ
ィ
オ
燃
犯
の
庄
川
村
山
事
J

一
村
一

条
約
の
批
准
状
況
、

く
を
生
品
川
し
て
い
る
加
盟
問
信
一
一
固
に
よ
る
、
炉
だ
の
ヘ
つ
の

I
L
O
（
国
際
労
働
機
関

ぞ

L
て
（

4

一
♂
同
じ
よ
う
に
、
叩
援
問
お
悶
に
よ
る
〉
バ
イ
寸
セ
ブ
テ
ィ
ー
一
向

t
る
刀
ル
タ
ヘ
ト
ノ
ぷ
℃
書
と
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
社

動
粒
物

mH刊
際
取
引
に
関
す
る
条
約

（
ノ
シ
ン
ト
ン

の
抗
出
状
ρ
山
で
あ
る

こ
れ
ら
の
口
は
、
事
業
者
へ
の
一
社
務
的
な
悲
立
と
す
べ
き
か
ど
へ
泊
が
指
令
の
決
定
過
程
に
お
い
と
説
諭
さ
れ
た
も
の
ご
あ
る
が
、

結
果
的
い
は
そ
う
は
士
ら
ず
、
欧
州
委
只
会
の
祁
ロ
と
い
う

F
料
約
な
も
の
に
ら
っ
た

E
L環
境
川
、
に
多
い
、
こ
う
L
た

子
統
的
花
務
の
や
十
竹
は
M
K
呪
送
れ
る
べ
き
む
は
な
く
、
こ
れ
が
次
の

v
法
段
位
へ
の
占
要
な
一
人
一
ア
ヴ
〈
つ
と
な
ゐ
：
と
も
あ
り
得
る
。
ま

か

、

た
次
草
で
リ
詩
｜
一
く
み
る
工
、
つ
に
、

持
統
可
能
吐
廿
主
役
の
げ
一
祉
の
む
L

刊
の
丈
慌
に
お
い
て
、
茂
務
的
に
な
ら
な
か
っ
た
草
川
患
が
実
際
に
事

LT

十
の
哀
准
し
い
し
て
凶
阿
倍
し
ぐ
い
る
k
い
ラ
凸
d

が
且
乏
で
あ
ゐ
コ

ま
た
一
間
長
崎
な
土
地
利
用
変
化
一
ト
コ
い
乙
は
、

R
一、出山〈
j

の
第

十
九
条
六
項
に
お
い
亡
、
欧
州
一
会
員
会
が
山
一
円
札
口
的
な
ム
ト
地
杭
刑
変
化
が
も
た
、
い

J

一
一
ブ
影
法
口
じ
つ
い
て
世
相
川
呆
円
十
抗
出
す
る
し
し
さ
れ
て

ir!:Uにぷ学｝位 l日 IC2) 12別 〆.Zilt:l. : .I 



ペ
C

ら
に
［
円
安
化
に
だ
泌
す
る
た
め
の
従
業
を
行
う
こ
さ
れ
＼
い
る
三
ご
め
提
案
が
、

一一

27i月？
J

七
什
什
仁
桜
出
3

球
々
な

（〕

一
読
へ
閣
や
よ
ん
で
い
る
－

F

」
の
パ
t

い
つ
い
と
は
、
ぶ
稿
の
終
わ
れ
、
お
ハ
一
日
ナ
に
お
レ
ミ
触
れ
る
、
と
と
J
q
人叱

ね
絞
可
ょ
的
性
恭
平
の
進
tJ
の
証
明

民
間
の
説
刊
ス
キ
l
ム
の
利
用

才
J

一
J

U

日’
A
p
t
b
l巾

1
1
J
i
i
 

の
持
い
机
が
ふ
恥
吐
基
昨
季
回
陪
社
会
で
走
前
け
C
設
定
し
た
2
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

草
川
患
の
退
ノ
！
の
一
J

引

ノ〈

〆イ’

け
方
法
に
も
特
徴
が
あ
る
点
が
注

H
さ
れ
る
に

正
引
の

ι方
は
、

E
ャ
、
指
令
の
第
十
八
条
に
制
定
さ
れ
に
お
り
、
方
法
は

一
つ
あ
品
。

第

は
、
品
加
盟
h
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
勺
渋
T
事
業
者
二
札
止
を
求
め
る
も
の
で
、

北
一
拐
杭
な
基

E
U指
ヘ
刊
の

前川ぺ閉
γ

じ
む
可
抗
…
閉
し
た

準
と
で
弓
で
な
い
基
干
の
円
以
方
に
う
一
い
亡
、
ド
業
者
に
ι日
以
b
t
ぴ
7
1
タ
を
掠
仏
い
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
第
八
条
項
）
、
そ
の

フ
i
タ
に
つ
い
て
は
、

第
古
院
よ
宵
に
i
h
づ
い
ん
J

も
の
で
あ
る
一

L
r

が
求
め
ら
札
て
い
る

こ
の
ん
け
は
は
一
一
政
川
合
立
祉
ん
3

は
で
あ
る

ド
、
問
題
は
、

拝
加
諮
問
が
そ
れ
子
札
に
ん
民
ふ
設
定

T
る
1
め、

事
装
者
仁
と
つ
て
は
加
照
同

じ
と
お
り
の
巣
作
r

る
I
7仏
が
箭
ト
疋

η
ム5

 

mぺ】ー、

本
慌
の
喝
、
心
じ
も
あ
ゐ
、
山
町
」リリ日！人以

パイオ燃料ヂめぐんI＞：時過南｛ ） 

ν
ご
れ
る
と
非
同
に
M
t
T
4
に
な
る
と
い
う
h
で
あ
る

J

ru
じ
が
一
パ

f
V
4燃
料
の
原
料
を
と
泣
ー
す
る
）
治
一
一
一
村
こ

（
あ
る
い
は
多
判
一
山
）

円川川巾一
ι
を培川んれい川｝

J

、
ふ
？
ωー一…いい去一村

第
一
は
、

l寸

没
落
）

C

政
刊
的
な
持
続
叶
域
性
什
で
慌
に
つ
い
て
弘
｛
止
を
盆
リ
込
れ
了
一
い
う
り
法
で
あ
る

（
第
一
八
条
司
］
z
f（詫

う
｝
た
品
約
疋
は
、
義

務
内
な
持
絞
一
一
能
性
立
川
準
ど
け
で
は
な
：
、
悲
資
的
な
生
態
系
サ
l
y
ス
伝
授
区
や
土
壊
・
本
・
？
と
4
の
保
ん
の
た
め

レ）

れ
る
こ
と
や

山
改
均
な
！
地
印
叶
川
変
化
に
つ
い
ζ
考
一
一
山
す
ふ
て
L

と
さ
れ
ど
い
る
つ
ご
の
お
二
円
々
訟
は

E
む
の
持
符
可
能
主
基
準
の
川
崎
M
m

へ
の
拡
川
ほ
と
い
う
点
い
大
き
く
胡
わ
っ
て
い
る

U

二
出
制
限
定
を
し
M
v
b

ニL
一
で
、
市
yhネ
ヘ
了
、
第
一
円

円、

E
～
u

の
村

um
刊
能
什
基
準
を
石
務
化
ず
る
こ
と
K
J
C
き
る

f

ま
た
、
川
l

距
判
で
あ
ふ
本
一
一
刊
ー
と
の
協
17一
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
山
伝
的

な
fr地
作
用
変
化
と
い
う
、

E
U
だ
け
で
は
対
泌
が
川
出
間
引
な
安
門
に
つ
い
て
も
、

考
止
帽
す
る

4
と

（
燃
料
を
情
人
し
的
資
ヲ
ヲ
心
一
切
の
）



が
叶
詑
f

な
る
こ

,,ii 

第
二
の
証
明
方
法
は
、
第

る
刀
法
で
あ
る

（
第
一
八
条
川
及
川
吋
二
芯
リ
叶
）

約
一
年
三
J

叫
証
判
夜
、
こ
は

で戸、、
問

G
O
や
企
業
な
ど
民
間
の
認
証
ス
キ

i
ム

一、E
1桁
令
上
は

5
7
5
Z
H
三
E
C
2
5

－ch
F
2
2
5
E
v
Eごロ｝
E
E
r
沼
己
表
現
さ
れ

t
い
る
～

が
業
だ
し
た
パ
f
J々
燃
判
い
渇
す
る
た
半
、
す
な
わ
ち
民
間
の
ス
タ
ン
グ
ド
を
充
足
し
た
パ

る
ど
い
う
認
証
を
託
け

工、

E
rに
輪
山
あ
る
い
は
域
内
じ
仇
還
さ
せ
る
と
い
下
つ
方
法
じ
あ
る
。
し
カ
し
、
？
の
上
、
つ
な
ス
タ
ン
グ
ド
で
も
良
い
t
t

ぃ
、
つ
わ

け
い
は
い
か
な
い
の
で

決
川
一
九
J

員
会
が

ーさ刃
恥

4疋
らく

れ
れ
ば

利
用
川
能
な
認
主
ス
キ
I
ム
キ
」
認
定
寸
す
ふ
と
い
う
こ
と
に
な
コ
て
お
り

以
r
一つじん川
L
T
の
有
効
財
閥
が
認
め
ア
れ
る
よ
わ
十
八
条
立
瓜
一

本
車
で
は
、
ご
の
第
＝
の
民
間
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ビ
ー
を
利
用
L
た
刀
法
に
ワ
い
て
、

そ
の
当
ノ
孔
に
つ
い
↑
、
検
討
a

す
る
こ
ー
と
と
す
る

f

こ

の
よ
う
な
j
J
伏
は
、
加
盟
国
や
E
い
う
イ
ご
、
J
ア一一
J
f
ブ浪、
l
y

っ
て
持
続
可
能
代
基
準
を
古
た
し
た
バ
イ
オ
峡
一
れ
を
託
祉
す
る
第
一
お

よ
ぴ
門
は
こ
の
ん
渋
と
は
異
な
じ
、
認
証
ス
キ
；
ム
に
持
続
川
能
件
恭
平
の
浅
守
の
監
視
を
ア
内
入
リ
ー
ス
す
る
と
旬
、
つ
も
の
で
あ
る

d

北
注
の
！
と
お
り
、
第
の
方

urh作
事
業
ャ
包
に
と
ハ
て
利
叶
7

－に
r

＼
／
＼
第

の
方
パ
仏
で
J

め
る

E
ー
が
締
結
予
三
ん
協
で
が
す
在

J

な
い

現
配
に
む
い
て
は
、

こ
の
第
＝
の
力
法
令
、
多
出
J
c
れ
る
こ
こ
が
川
明
石
’
さ
れ
と
い
る
〉
国
際
也
会
に
お
け
る
民
同
の
認
出
ス
ヰ
ム
的
役

割
に
つ
い
て
は

と
り
わ
け
ヨ
際
問
係
人
岬
の
分
肝
に
お
い
て
、
川
固
さ
れ
て
お
り

「
J

ラ
イ
ペ
ト
・
レ
ジ
ー
ム
一
あ
る
い
は
「
フ
ラ

ィ
ベ

i
ト
・
古
パ
ナ
ン
ス
一
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
多
L

長
も
ふ
く
知
ら
れ
こ
い
と
研
究
さ
れ
て
い
る
プ
フ
イ
ベ
ト
－

L
ジ
l
ム
ヒ

し
て
は
、
保
林
保
誌
の

森
林
管
理
協
一
一
一
会
）
が
あ
る

お
こ
な
っ
v
i

ぃ，
ω
F
5
C
奇

2
2

AU《
》

Z
M
M
R
4

仁
、
そ
う
し
h
J

ブ
ラ
ノ
ベ
！
？
・
レ
ジ
ー
ム
と

政
い
J

な
ど
の
ベ
ブ
ソ
ノ
ク
な
F
J
ク
タ
！
と
が
は
俄
づ
ず
る
と
川
つ
形
態
f
む
し
ば
し
ば
「
2

ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

こ
二
一
ピ
扱
う
ゐ
品
川
委
員
会
と
hA
山
内

1

5

1
ム
の
刈
係
も
、
協
働
の
一
向
と
言
、
ス
ょ
、
っ
。
仙
川
パ

川
fpJ
い
は
人
以
と
し
て
は
、
監
叫
の
行
叫
ん
寸
を
ア
ウ
y
h

ソ
ー
ス
す
る
二
と
で
コ
ス
ト
を
減
h
J
q
こ
と
が
で
き
ゐ

1
、
ま
た
認
証
ス
主
1

ム
に N 
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乙
什
ご
も
、
欧
州
委
員
会
の
認
た
よ
化
交
け
る
こ
こ
は
利
目
の
百
要
を
凶
一
や
す
険
会
ζ

な
り
作
る
に

E
U弘
則
ヤ
♂
T
M
K
い
の
尖
胞
の
丈
派
で
認
訂
ス
L
J

ム
デ
記
町
さ
れ
る
こ
と
は
、

め
ず
ら
｝
い
’
ソ
ス
で
あ
る
が
、
｝
引
パ
イ
ザ
ペ
燃
料

の
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
ヘ
ム
い
。

c
y
U
に
、
マ
迅
祢
、
「
不
材
児
則

Q
E
5
p
v
m
z
r
E
C
C

を
採
択

R
じ
は
二
心
〈
ノ
行

し
、
選
法
伐
採
さ
れ
た
よ
材
の

R
U
へ
の
斡
人
お
よ
び

E
U以
付
で
の
校
吊
・
流
通
を
禁
止
し
て
い
る

η

伺
規
則
は
、

〈〕

」
バ
ー
か
ら
施
ー
さ
れ
る
小
、
そ
の
治
ヘ
ハ
ー
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
の
謀
総
ず
の
日
間
ノ
十
を
監
視
す
る
た
め
の
前
織
一
一

5
2
5
H同
氏

ヘロ
m
p」

E
F
N
mバ凶
φ

ロJ

が
設
J
疋
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
衣
川
委
員
会
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
判

級
以
、

πリ
域
内
で
設
守
さ
れ
七
法
人
む
な
け
れ
ば
L
Jナ
り
な
い
と
さ
れ
て
い

の
E
リ
折
人
寸
仁
は
な
い
製
作
で
は
あ

／、, 

る
が
、
氏
問
の
ス
キ

1
ム
の
利
用
も
惣
疋
さ
れ
て
い
る
い
l
…
は
同
じ
で
め
る

f

火
山
の
一
訪
問
帝
ス
キ

i
ム
を
活
用
し
一
一
、
制
廷
が
途
切
に
述
刑
さ
れ
る
た
ぬ
に
は
、
ま
ず
、

防
相
の
役
割
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
す
る
除
外
委

己
門
会
が
、
ス
キ
ー
ム
の
選
定
お
よ
び
認
定
的
過
泡
を
怯

F
l行
わ
な
け
れ
ば
な
っ

" 

ス
キ

i
ム
が
欧
州
－
姿
民
会
に
よ
っ
て
認

パイオ燃料ヂめぐんI＞：時過南｛ ） 

た
さ
れ
る
長
作
お
よ

、

E
U
μ
…
令
の
第

l
uヘ
久
売
の
ほ
か
、
欧
州
安
門
貝
去
の
コ
ミ
ェ
ニ
ノ
f

l

シ
ー

こ
し
3
t
ν
3
1
f
、
z
d
t

刃
心

l
一
元
い
由
民
γ

士、

1
V
L
F

－
ド

（小げ山温一ム
I
v
幼
長
一
方
？
〈
の
排
川
三
の
削
減
ポ
棋
、

（
ん
を
立
げ
乙
f
め
い
v
は、

ιじ
vf令
ー
ー
の

ムめ
2
u
い

の
が
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と

日
利
陀
に
河
す
る
基
準
）

の
す
べ

tmw
茎
市
で
あ
る
与
巾
ず
は
な
い

（
窮
ヘ
ム
人
団
反

、
ま
た
、
常
仙
相
M
U
a

透
明
刊
・
必
す
性
い
叫
ん
求
め
ら
れ
る

L
る
ス
キ

i
h
が
一
間
相
川

J久一告

外コ

ハ一－
A）

？， 
cア
り

と
し
て
次
の
デ
ー
タ
を
淀
川
悦
二
？
る
も
の
ご
あ
る
こ
と
を
欧
州
委
員
公
が
日
所
寸
言
る
も
の
ど
さ
れ
る

第

八

条

目

41第
二
段
落
）
。

γ

な
わ
ち
、
主
磁
的
牛
能
日
系
サ
ー
ビ
ス
を
危
筏
的
状
況

τ
い
お
い
亡
世
ぷ
幅
一
7
フ
心
地
域
の
保
存
に
川
測
す
る
活
吉
、

1
－
閉
山
・
水
・
大
ノ
丸
山
υ
官
rk

の
ι
円
一
め
の
拾
宜
、
荒
ム
持
地
の
内
生
’
過
剰
な
ル
仙
の
い
い
仏
刑
の
い
一
止
に
却
す
る
措
置
、

五
七
指
九
つ
れ
七
条
七
一
羽
に
が
さ
れ
る
目
九
以
前
な
村

続
川
叶
能
川
け
に
関
す
る
半
副
r

（食付刊以刈抑制、

土
地
礼
用
の
位
和
ぃ
、

I
L
O条
約
の

じ
つ
い
て
の
よ
官
需
の
促
状
い
で
あ
る
＝
こ
の
こ
と

取人法羊JG2 (J 'IJJ) l 2'.l7 '2U t:l. 1〕
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は
、
認
「
ハ
手
札
プ
ω
ス
キ
？
ム

で
な
い
司
会
的
川
政
訴
も
同
一
尽
に
ス
タ
ン
ザ
v

ト
に
政
り
込
む
こ
／
で
、
】
じ
の
て
戸
川

叶
器
削
竹
林
山
唱
し
私
リ
も
す
リ
い
基
準
九
五
丸
一
庁
す
る
司
法
制
μ
を
も
た
ら
ー
そ
の
瓜
味
L
お
い
こ
、

2
U
お
ふ
ー
の
基
遣
の
ド
ソ
主
上
げ
効
票
を
も

で戸、、
問

っ
か
も
〕
れ
な
い
の
と
あ

欧
州
を
へ
門
司
会
は

一
社
じ
円
に
ま
ず
ー
っ
一
の
ス
九

i
A
を
認
疋
L
L
t
（
そ
の
段
二
口

守
い
六
つ
の
ス
キ

i
ム
の
認
疋
が

r 
＼ノ

氾
丸
々
主
れ
じ
い

。
興
味
採
い
内
は

た
と
え
ば

F
2
2
ら
の
研

引郡山七ぺ」山川七九スレシ

I
ム
山
に
お
手
矧
げ
旬
、
か
牛
ま
れ
る
内
、
と
あ
る

山古川い川、

パ
J
J
4
岐
川
刊
の
生
産
者
十
楕
削
れ
企
業
が
、
ス
キ
l
ム
の
会

H
と
し
て
支
払
つ
参
加
費
用
、
認
証
を
拝
る
ま
で
の
企
業
内
内
訳
＃

つ
え
ト
、
戸
ら
に
辺
町
T
h
h
認
祉
機
関
hvep
り
必
一
副
や
作
る
際
に
ヌ
払
つ
費
川
市
峠
J

に
よ
る
速
い
を
、
こ
の
七
ワ
の
ス
キ
1
ム
闘
で
比
較
検
討

し
て
い
る
c

以
ー
で
は
、
利
引
コ
ス
k

の
速
い
で
は
な
／
＼
件
ス
キ
1
山
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
、
刊
日
d

疋
し
て
レ
ソ
ω
ス
タ
〆
タ
1
、
の
内
科

ザ一主「
1

l

j

J

＼

f

i

f
－

－

－

 

じ
2
k
l
1
4
J
こ

Jfて
つ

IlJ点
字
も
の
一

L
r
y
v
ナ
、
uv

t
し
つ
の
ス
キ
ー
ム
の
う
九

マ
ル
d
l

ス
ユ
ノ
；
ク
ー
一
山
、
ル
ダ
i
r
u

戸
あ
る
い
は
日
平
宍
議
）
に
よ
る
ス
ャ
i

ム
は
囚

立
作
業
の
イ
－

ア
テ
f
ブ
に
よ
心
も
の
は
一
一
一
つ

陵
町
包
の
虚
業
に
よ
る
ス
キ
ー
じ
は
、
会
紅
の
蔽
客
に
利
川
市
を
臥
一
心
し
て
い
る
ス
干
ー
ム
が

フ
ラ
ン
ス
の
佐
尖
同
を
日
心
に
刊
つ
れ
た
も
の
で
利
用
を
外
部
に
才
v

プ
、
〆
に
し
て
い
る
ス
ム
庁
、
ム
が
つ
あ
る

川
出
世
の
マ
ル
ヰ
ス

ア

ク

示

λ

ダ

到

に

あ

p
y
G
司
］
つ
め
ス
キ
ヲ
ム
は
、
持
続
吋
山
花
訟
パ
イ
1
7

燃
料
の
p

め
の
阿
川
出
一
会
ぷ
（
出
2
5
L
z
r
r
ν
Cコ

m
z
z
Z
5
2
U
T
v
回
一
ご
門
戸
戸
ム
ヨ
岡
山
出
）
、
ー
叩
2
2戸
三
さ
つ
「
I
i
H
f
ι
め
る
人
引
の
え
の
の
円
］
〔
ハ
計
一
一
誠
一
、
問
。
c
E日叶
mLL勺
乞
口
問
2
宮
5
2
r
r
m
c可

同
斗
目
別
）
、
ぞ

L
て
コ
コ
A
m
V
2
2
5
4
5
一

2
x
一円一－
2
7
5
円ミ
t
F
C片付
5
2
H
m山
門
町

で
あ
る
u
F
2
2
2
c
は
サ
ト
ウ
ミ
上
士

i
E
〉

V
？

H
1
c
ノ

d

（
パ
イ
ズ
燃
料
で
は
な
い
え
吊
と
し
て
の
妙
棺
も
扱
う
）

い
つ
い
て

R
T
R
b
は
γ

八
豆
出
来
の
パ
ノ

i

つ
い
て
は
叫
っ
て
い
る
が

R
S
R
ぷ
よ
び

I
S
C
C
に
は

マ
ル
ィ
ブ
ス
一
ナ
ノ
｜
ク
ホ
ル
ダ
ー
刑
と
は
、

hu
又

hJJ？

」

白
川
J
1
1
y

の
お
疋
出
は
な
U

o

多
祇
L

公
杭
存
関
係
者

ス
テ
l
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
参
加
い
よ
っ
て
決
定
す
る
ゾ
U
セ
ス
を
掃
す
が

F、
/ 

の
業
界
で
は
長
い
一
前
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＋
止
、

原
料

mh
監
芸
、

あ
る
い
は
五

原
材
什
を
燃
料
に
約
製
す
る
八
「
菜
、

パ
イ
オ
燃
料
を
町
駅
品
と
し
て
笥
出
寸
る
；
込
山
許
可
ぷ
恥
一
れ
主
主
犬
、

G
O
与
と
の
利

t
関
係
者
が

ス
キ
3
i
の
え
員
と
な
っ
ふ
M
一
会
に
参
加
し
九
J

j
、

mv
ヲ
九
百
の
構
成
貝
yL
な
っ
た
け
す
る
～
～
と
を
芯
味

す
竺

I
S
C
Cは、

現
刊
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
こ

L
て
は
マ
ル
チ
ス
子

i
ク
ド
ル
ダ
引
と
な
っ
て
い
る
が
、

ドィ
y
政
抗
日
刀
4
R
t
を
沼

供
し
に
行
つ
人
J

ス
キ
ム
で
あ
ふ
こ
し
か
ら

へJv
h
u
政
廿
が
の
機
苅
で
あ
る
印
象
が
お
い
L

さ
れ

近
r牛
、
民
川
の

「

正

ν上

が
ぶ
論
さ
れ
て
い
る

U

回
速
や

W
T
O
に
古
パ
ド
ノ
／
ス
の
半
当
主
れ
J

スケ一

l
ム
の
ガ
ベ
ナ
ン
ス
の

ぷ
め
ら
れ
る
の
は
理
解
ご
さ
ぐ
も
、
な
ぜ
、
公
約
件
以
湾
で
は
な
い
比
山
内
一
人
心

l
ム
に
d
中
」
叫
が
求
め
り
れ
る
の
か
コ
そ
の
町
出
し
い
し

サ
八
千

l
ム
が
指
定
し
七
仰
山
木
刀
の
な
い
ス
タ
ン
グ
l
ト
の
有
効
況
の
た
め
ー
ー
す
な
わ
ん
、

川
同
道
す
る
た
め
ー
ー
ー
と
い
う
点
で
あ
と

一
、
以
も
よ
く
予
げ
ら
れ
る
の
ほ
、

羽一パリム日
ι

マ
ル
チ
ス
テ

1
7
ホ
ル
タ

1
出
は

誌
対
ス
キ
1
ム
に
多
い
つ
の
ガ
パ
ヲ
ン
ス
形
怒
で
あ
げ

る
が
、
具
体
的
に
は
次
の
々
、
に
お
い
て
戸
当
性
を
い
か
る
介
さ
れ
る

3
fな
わ
ち
、

イ
ン
f

F

K

レ
ス
ア
ウ
ト
ブ
ノ
k

？と、
t
つ間卜つ

hl
：
っ
ぺ
に
あ
る

d

前
蓄
は
、

多
段
な
判
官
i

関
係
誌
が
ォ
巳
決
む
ブ
ゴ
て
ス
に
谷
川
工
、
1
v

る
か
、

L
Y

い
λ
ノ
点
で
一
古
l
M
い
を
は
か
る
も
の
で
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iv

ヘj
j

A

コ
ラ
レ

佼
誌
は

4
2
n

決
乏
の
は
的
史
的
ι
山
古
川
河
巴
か
み
る
も
の
で
あ
り

こ
れ
ば
同
’
体
川
仁
は
ス
タ
ン
ダ
し
の
内
符
に
反
映
さ
れ
る

マ
ル
チ
ス
一
フ
？
ケ
ノ
主
人
ル
ダ
塑
で
あ
れ
ば
砕
保
さ
れ
て
い
る
、

リ
C

〕

日
夕
l
f

こ
い
う
わ
け
で
は
な
い
c

ザ
パ
ナ
〆

ヤ

J

f

、土

v
f
u
」

l
t

ス
を
詳
細
じ
み
る
必
要
が
あ
り
、
た
y

え
ば
、

』
わ
ご
れ
が
右
す
る
主
回
、
一
い
か
w
ー
や
に
以
川
町
、
さ
れ
る
ま
パ
問
、
一
決
定
万

式
に
な
て
く
い
る
L

か
三
ぺ
か
、
さ
ら
に
は
、
y
辺
事
会
の
川
氏
J
パ
の
駄
が
判
官
間
一
命
主
問
て
同
等
か
ど
ろ
か
、
と
い
う
山
4

も
検
討
す
る
必

要
h
d
あ
る
。
パ
J

介
燃
料
業
界
に
お
い
て
は
、

一
般
坊
に
数
が
多
く
発
言
力
が
あ
る
の
は

原
料
を
パ
イ
元
燃
料
仁
精
製
「
る
合
J
不

つ
ま
り
、
一
点
社
λ
r
r
l
ム
に
お
い
ご
、

ふ一パ刊行
u

出
を
配
分
す
る
吉
川
位
決
定
杭
度
で
あ
る
と

（
精
桜
湯
を
も
っ
企
業
）
ず
あ
る

Jq
る
と
、
パ
イ
オ
燃
刈
情
製
品
化
装
の
円
cu川
が
反
A
M

叫
さ
れ
干
す
く
な
（
J
t

ま
た
、
内
事
会
内
構
成
も
、
会
以
数
に
応
じ
一
L
理
事

の
数
を
配
分
守
れ
ば
、
少
数
の
杭
害
関
係
省
の
居
間
ω
は
？
人
キ
1
ム
の
沼
営
工
、
反
政
さ
れ
に
く
く
な
一

J

て
L
三
つ

f

的山
1
刀
で
、
こ
う
し
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た
正
り
一

4

判
い
を
追
求
す
ゐ
こ
、

ス
キ
ム
の
笠
営
の
迅
速
竹
千
百
阿
佐
が
失
わ
れ
る
叶
品
目
性
も
あ
る

c
N
じ
り
な
ど
会
員
と

J

て
の
た
討
加

が
も
と
も
＝
や
設
の
利
害
河
係
＃
り
か
ら
、
事
く
の
ら
札
の
同
ヅ
を
実
際
L
U志
ぶ

F

℃
ど
は
…
叫
］
苧
で
あ
る
し
、
警
界
の
川
崎
中
公
パ
に
実
際
に
詞

で戸、、
問

わ
り
の
災
い
パ
イ
オ
燃
料
精
製
企
業
の
州
事
叫
ん
い
る
γ
間
同
や
す
と
い
う
の
が
現
天
的
で
あ
る
と
い
う
～
々
も
あ
ろ

〆A

ス
年

l
ム
が
議
定
J
7
ふ
ス
タ
ン
ザ

l
ド
カ
句
符
で
あ
る
が
、

i
述
内
四
つ
の
マ
ル
ヰ
ス
一
ブ

l
ク
ヰ
ル
ダ

l
刑
＋
乃
ス

ι
l
ム
は
、

E
U指ん一
μ

の
義
務
」
む
な
持
続
問
能
性
主
準

（
刀
、
温
ハ
ム
対
県
ガ
マ
〈
の
井
d

山
量
の
削
減
水
準
と
り
山
上
地
利
滑
に
日
明
オ

Q
Z
v準
｝

に
つ
い
て

は
同
憾
の
山
内
容
を
規
ノ
疋
し
て
い
ふ
が
、
法
治
的
で
は
な
い
引
会
的
恭
準
な
ど
に
調

L
て
は
、
ス
手

l
ム
ご
と
に
山
川
呼
カ
ぃ
右
買
な
っ
て

｛可レロ
wpMM
昨
日
ロ
5口
町
イ
巾

E
の
研
完
が
あ
る
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

L
プ

J7川、が’同八一一偲山内い
c

そ
の
恭
平
内
記
の
比
校
一
つ
い
て
は
、

I
L
O長
約
に
間
引
は
す
る
卓
瓜
と
し
て
、
明
γ

」
重
労
働
心
H

世
代
は
お
よ
び
忍
低
乍
討
の
遵
？
、
匝
結
権
・

の
打
開
立

芹
別
待
通

の
竺
止
、

な
ら
び
仁
弦
間
労
働
の
い
村
山
止
に
つ
い
て
は
匹
つ
の
ス
キ

i
ム
す
べ
て
が
要
求
1
て
い
る

（
他
忠
で
、
山
ム
労
働
長
に
叫
け
す
る

同
報
酬
の
保
慌
に
つ
い
て
は

R
S
E
の
か
が
規

r
b
お
い
て
い
る
、

v

十
地
内
川
権
に
つ
い
〈
は
、

川
う
す
べ
ど
の
ス
キ
i

ム
が
、

二
一
地
所
匂
惇
に
関
す
る
一

ι明
あ
る
い
は
所
有
権
が
紛
争
に
ご
〉
て
い
な
い
こ
と
の
広
明
か
求
め
て
い
る

v

他ト
h
J
、
食
料
価
格
に
限
｝
二
」

は、

R
5
3
ど
ム

5
C
C九
人
け
が
食
料
，
久
人
で
一
保
障
〈
の

の
軽
減
こ
い
う
立
公
司
千
田
町
内
に

L
て
い
る
）
環
境
に
闘
し
て
は
、
笠
f
や
が
詞

べ
た
と
こ
ろ

刈
ハ
コ
す
べ
て
の
ス
キ
3

p

、
が

ま
た
段
境
影
榔
円
一
叫
ん
怖
を
λ

打

十

4h
・

r

で
大
気
の
保
全
」
関
す
る
同
定
を
も
円
て
お
リ
、

つ
こ
と
も
長
求
し
て
い
る

〆:J 

刊
に
欧
州
委
員
会
い
認

fhdw〕
け
ど
七
つ
の
ス
キ
i
ム
に
湖
し
、

そ
の
逗
川
が
実
隠
と
の
よ
、
）
に
な
っ
〈
い
る
か
に
つ
い

ー
ム
明
乱
す
る
に
は
ま
だ
時
刻
が
ベ
丁
い
が
、

の
上
う
な
っ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

ヂ
抗
日
常
附
さ
れ
亡
八
i
i
u
H

！

h

t

j

J

J
－

L

，
 

ス
み
ハ
に
よ
る

Jq
な
わ
ち
、
認
副
2
4
パ
が

l
i
n
h身
も

制
部
の
独
4
1
L
h
一
市
査
機
持

日
委
託
し
に
い
る
こ
と
が

求
心
円
れ
る

そ
の
舛
郊
の
枇
音
機
関
が
、
持
絞
り
能
性
悲
し
ゃ
の
叫
足
立
を
適
切
に
判
断
で
ス
一
て
い
る
か
い
ど
う
か
と
い
う
次
杭
な
閉
山
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題
も
あ
る
c

で
い
じ
の
パ
イ
オ
除
判
に
関
す
る
事
例
ず
は
な
い
が

認
百
ス
キ
ム
が
山
川
し
み
J

山J2は
か
適
切
で
は
yd
か
っ
た
と
コ
、

N
G

り
な
ど
L

か
ら
段
で
抗
誌
を
そ
け
る
と
い
う
う
ス
が

4
レ
わ
け
で
は
な

認一
J
ス

有

ム

と

〕

て

は

外
部
の
位
弁
機
山
川
川
を
他
町
一
一
与
に

」

NUUJ寸
一
）

ま
え
杭
荒
川
機
阿
川
に
対
す
る
行
お
桁
針
を
作
成
、
そ
れ
一
い
比
）
た
楼
閣
の
利
M
m
は
停
止
す
る
な
ζ

の
補
守
的
な
制
度
を
別
品
一

U

パ
J

て
お
く
位
町
重
さ
が
れ
ヰ
め
ら
れ
る
。

キ

本
私
は
、
筆
叫
ユ
一
が
↓
ヘ
ノ
ム
l汁
一
／
一
一
年
に
d

E君
主
p守
門
。
一
一
何
百
円
。
Z
2
y
h
υ
2］

4
0
h
s
d
J
4
に
お
い
戸
、
記
外
崎
Aんを一
Lh
ゥ
た
阪
の
民

沼
市
で
あ
り
受
入
救
片
の
」
2
2
4
J
t
ぉ
2
コ
数
ほ
ほ
に
は
木
杭
に
同
連
す
る
川
売
に
あ
た
ぺ
一
て
作
山
山
J
〔
て
頂
い
人
hJ
叫
ま
白
人
、
ー
の
J
m
の
同
学
ト
一
あ

手

J
て
、
ィ

J
々
y

－
ー
を
T
V
け
て
川
山
L
と
刀
々
い
も
記
し
て
山
内
止
措
申
lJ

げ
ん
、
い
に
な
が
本
ね
は
、
外
山
子
日
究
雪
稽
助
金
へ
基
ι鴨
川
究
仁
、

J

年
区
一
い
ふ
る
日
完
成
川
デ
い
一
部
一
℃
あ
／
て

1，~ 

牛
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ヘI
J

市コハ一一
XL三
一
主
主
主
主
主
戸
ズ
3
5
H
ニ
E
E
4
4
D
5
2
J
Z
M
2
2
ニ
コ
A
r
z（
ニ
丸
山
凶
己
主
ヰ
（
〕
玉
三
官
ィ
ェ
…
一
Z
L
A
S
E
C
T
ェ
ー
…
一
芝
山
主
乙
三
M三一♂

田川口
d
m
E
F
L
H
円、
d
J
R
Eずの』ア

ι
C
H
C
円〈
VV山〈
UIC
に））

χ
H
H
b
h岡
山
ア
勺
い
｛
VZμ

＼＼の
f
〔「
E
告
白

2
戸、
E
M《じ】認可＼】河内口
mh
有門戸
C
ド必＼
05HFMハ一
ω
＼トロド己己完ん

こ戸江戸】
η
《
2

｝1
2
d
f
r
3
2
ハpβZF内角｛
O
コ
凶
お
へ
）
｛
台
、
一
晃
岡
山
o
－u

（ワ－一

Lヨ
ミ
叫
』
U
A
V

午
、
）
河
伝
的
な

1
訓
利
用
が
も
丈
勺
ず
影
響
の
不
確
九
刊
に
う
い
ご
計
〕
く
は
、

HV
己
F一
丸
／
司
2
f
m
t
h
H
Z缶
詰
～
二
倍
ミ
ヨ
草
（

E
D
お
P

ピコハハ込山
4
2予告」ハ一

E
c
p
p
r
で
C
一
ヌ
ア
一
勺
江
主
主
ど
主
3Nh
と
九
三
空
υ
hベヘ吋ざた
h
2
5乞
民
】
叫
ん
出

μmw一（
ρ

出
一
）
を
予
J出
UJ

ヘt

b

店主
U
Z
何回）（蕊

ω
%＼
肘
円
三
日
巳
月
何
C
H
A
V
F
U
C
A
R
T
h
H
F
E
wめ
HWFEHハ7
A
F
η
〔

2
h
r
凶7
L
υ
ω

い
で
口
一
回
X
1
f
v円

E
m
G同
O
E
C
C
Cロ
C
｛
L
nいロ
E
R
L

2
d
《】伯十九州、町｝

ZJd
コ
JdpJ肴
釦
ケ

F
文

dM｝〔ハリリ

zdm山知ヨ
dudmT
づ
叫
出
コ
仏
侶
】
一
五
三
件
戸
】
ハ
ヨ
一
一
寸
三
じ
っ
公
＝
牝
｝
）
ん
戸
ハ
ゴ
ヨ
y
に

FX
ご＼
U
4
、で
ArJ
コJAL
凶C
C
ョ＼
ω（）＼円山ハ（日
kxxw｝

（）－「｛〕｛戸｛）＼。

（一〉～｛｝一だり《戸一〆号、メ）ム）山＼∞叶＼ヤ（
l
c－件
dFv
ヤJ
】て
C
℃ハ己三】
4
2
L
Eコ
＝
コ
件
。
c
L
C
町一一
dハ
円
cf】コヨ一

c
↓「げい（）【
C
一一三
N

（」C
一仙台切片山「一一
κ
一＝「
m
m戸r

b

んヤ〔ヨ
η
｛c

n円
Z
P｝
3
5月

u
m
E
2
E
E
Eロ
p
r
J
f
d
H
P
2
民
hFEM王
者
巳
E
h
E命
円
。
自
己
E
己
Y
F
E
ι

と凶作川区一
E
m
ハJ
C
E
E一ピ
E
Z
F
2
〈）台、＼
G
H＼
何
円
台
h
x
E
C
｝「
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